
 

 

 

 

 
８（２） 事象を理想化・単純化することで表された直線のグラフを、事象に即して解釈すること

ができる 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■学習指導要領における領域・内容 

〔第２学年〕 Ｃ 関数 

⑴ 一次関数について、数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導

する。 

 ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

  (イ) 事象の中には一次関数として捉えられるものがあることを知ること。 

 

■正答及び正答率等 

正答 正答率 誤答率 無答率 

ア それぞれの走る速さ ５８.３％ ４０.５％ １.２％ 

 

■主な誤答とその要因 

主な誤答 要因 

ウ それぞれの走る道のり 

（反応率１８．５％） 

直線のグラフを事象に即して解釈することができていない

ため、文章中の「一定である」という文言から、二つの大学

のグラフが直線で表されていることは、二人の選手につい

て、それぞれの走る道のりが一定であると捉えたと考えられ

る。 

 

 

 

 

中学校数学 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校第６学年 

内容の系統と指導のポイント 

      
比例する２つの数量の関係をグラフに表して、特ちょうを調べよう。（東京書籍第６学年）  

 直方体の形をした水そうに水を入れるときの、水を入れる時間 x分と水

そうの深さ y㎝のとき、関係をグラフに表す。 

① ２つの数量の関係を表で表す。 

② 表の x と yの値の組をグラフに点で表す。 

③ グラフの点がどのように並んでいるか考える。 

④ １分あたりに入る水の深さを変えたグラフと比べて、共通することや

違うことについて話し合う。 

⑤ 比例のグラフの特徴についてまとめる。 

 

〔変化と関係〕 

比例の関係の意味や性質を理解すること。 

 
 
平成３０年度全国学力・学習状況調査  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
正答率 66.9％ 誤答率 32.4％ 無答率 0.7％ （広島市） 

中学校第２学年 

〔関数〕 

事象の中には一次関数として捉えられるものがあることを知ること。 

事象を理想化・単純化することで表された直線のグラフを、

事象に即して解釈することができるようにするために、 

① スタートしてからの時間を x秒、６区の選手の走った

道のりを y ｍとして、グラフに点を打たせる。 

② 追いつく地点をグラフ上で予想させる。 

③ なぜそのように考えたかを、グループで話し合う場を

設定する。 

④ 生徒の「直線」という発言を取り上げ、なぜ直線とみ

なしたのか、グループ内で説明し合う場を設定する。 

⑤ 「グラフが直線であるということは、この事象で選手

の（   ）が（   ）であると考えたことになる」

の空欄について考えさせる。 

本設問の活用の手順 

比例する２つの数量についてのグラフが直線になることを、具

体的な数量に則して理解できるようにする。 

具体的な事象について表された直線のグラフを、事象に即して

解釈することができるようにする。 

実際は列車の速さは一定

ではないが、理想化・単

純化して速さが一定であ

るとみなして表すこと

で、列車の運行の様子が

分かりやすくなる。 


